
128―　　　―

熊谷市史研究　第17号

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
専
門
部
会　

報
告

（
令
和
六
年
一
月
～
一
二
月
）

Ⅰ　

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
報
告

令
和
五
年
度 

第
二
回 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　

当
回
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
よ
る
審
議
と
し
た
。

【
概
要
】

○
議　

事

　
〔
報
告
事
項
〕

　

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ
た
。

①
各
専
門
部
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

令
和
五
年
度
に
お
け
る
各
専
門
部
会
（
中
世
専
門
部
会
、
近

世
専
門
部
会
、
近
代
・
現
代
専
門
部
会
、
仏
像
・
仏
画
専
門
部

会
、
地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
）
の
調
査
等
の
活
動
の
状

況
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

②
事
務
局
（
市
史
編
さ
ん
室
）
の
活
動
に
つ
い
て

　
『
熊
谷
市
史
料
集
８　

熊
谷
自
由
民
権
運
動
史
料
２
「
七
名

社
」
の
時
代　

続
編
』
の
刊
行
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

令
和
六
年
度 

第
一
回 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

日
時　

令
和
六
年
八
月
十
九
日
（
月
）
午
後
二
時
開
会

場
所　

熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館　

第
一
講
座
室

【
概
要
】

○
委
嘱
状
交
付

　

役
員
の
交
代
で
新
た
に
委
嘱
し
た
当
委
員
会
委
員
一
名
に
対

し
、
委
嘱
状
を
交
付
し
た
。

な
お
、
新
委
員
は
、
次
の
と
お
り
。

内
田　

英
樹　

氏
（
市
民
団
体
の
代
表
者
）
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○
議　

事

　
〔
説
明
事
項
〕

　

市
史
編
さ
ん
委
員
会
条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
委

員
長
が
議
長
と
な
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
事
務
局
か

ら
説
明
を
行
っ
た
。

　
〔
説
明
・
報
告
事
項
〕

　

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ
た
。

一　

令
和
五
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

①
熊
谷
市
史
編
さ
ん
に
つ
い
て

　

熊
谷
市
史
編
集
委
員
、
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
、
各
専
門
部

会
等
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
を
行
っ
た
。

②
各
専
門
部
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

令
和
五
年
度
に
お
け
る
各
専
門
部
会
の
調
査
等
の
活
動
の
状

況
に
つ
い
て
、
部
会
長
又
は
そ
れ
に
代
わ
る
出
席
委
員
か
ら
、

委
員
の
出
席
が
な
い
部
会
に
つ
い
て
は
事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
報
告
を
行
っ
た
。

③
事
務
局
の
活
動
に
つ
い
て

　

本
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
期
間
に
市
史
編
さ
ん
室
が
行
っ
た
活

動
の
う
ち
、
古
文
書
等
の
調
査
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
や
、

寄
贈
文
書
・
資
料
の
う
ち
特
筆
す
べ
き
資
料
の
紹
介
を
行
っ

た
。

二　

令
和
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

①
令
和
六
年
度　

熊
谷
市
史
・
各
専
門
部
会
の
活
動
（
計
画
）

　

各
専
門
部
会
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
を

行
っ
た
。

②�

令
和
五
年
度
刊
行
の
『
熊
谷
市
史 

調
査
報
告
書　

仏
像
・
仏
画

２
』
に
つ
い
て

　

同
書
の
編
集
を
担
当
し
て
い
る
熊
谷
市
史
仏
像
・
仏
画
専
門

部
会
所
属
の
西
口
委
員
か
ら
、
そ
の
概
要
（
体
裁
、
内
容
等
）、

に
関
す
る
説
明
を
行
っ
た
。

③�

令
和
六
年
度
刊
行
予
定
の
『
熊
谷
市
史　

資
料
編
３　

近
世
１

（
熊
谷
地
域
編
・
宿
場
）』
に
つ
い
て

　

同
書
の
編
集
を
担
当
し
て
い
る
北
村
委
員
長
か
ら
、
そ
の
概

要
（
体
裁
、
内
容
、
書
名
等
）
に
つ
い
て
編
集
の
進
捗
状
況
等

に
関
す
る
説
明
が
行
わ
れ
た
。

�

（
文
責　

田
邉　

む
つ
み
）
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Ⅱ　

専
門
部
会
活
動
報
告

一　

中
世
専
門
部
会

中
世
専
門
部
会
長　

高
橋　

修

　

当
専
門
部
会
は
、
平
成
二
四
年
度
に
「
資
料
編
２ 

古
代
・
中

世
」、
平
成
三
〇
年
度
に
「
通
史
編
上
巻 

原
始
・
古
代
・
中
世
」、

令
和
三
年
度
に
中
世
石
造
物
担
当
班
が
「
調
査
報
告
書 

中
世
の
石

造
物
」
を
刊
行
し
た
。
現
在
は
、「
調
査
報
告
書 

直
実
・
実
盛
伝
説
」

の
編
さ
ん
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
五
年
度　

調
査
報
告
書 

直
実
・
実
盛
伝
説
編
集
会
議

�

（
令
和
五
年
三
月
一
三
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
）

１　

活
動
報
告

２　

本
の
体
裁
等
の
検
討
に
つ
い
て

　

・
二
分
冊
と
し
、
本
編
は
一
色
、
別
編
は
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

３　

掲
載
史
料
及
び
収
録
方
法
等
に
つ
い
て

　

・�

各
担
当
が
、
一
年
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
作
業
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
持
ち
寄
り
、
編
集
会
議
で
報
告
す
る
。

　

・�『
熊
谷
直
実　

浄
土
に
も
剛
の
者
と
や
沙
汰
す
ら
ん
』
を
執

筆
さ
れ
た
佐
伯
真
一
氏
と
の
座
談
会
を
検
討
す
る
。

令
和
六
年
度
第
一
回 

調
査
報
告
書 

直
実
・
実
盛
伝
説
編
集
会
議

�

（
令
和
六
年
七
月
二
九
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
）

　

主
に
、
九
月
に
実
施
さ
れ
る
座
談
会
に
つ
い
て
の
検
討
、
事
前

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

令
和
六
年
度
第
二
回 

調
査
報
告
書 

直
実
・
実
盛
伝
説
編
集
会
議

�

（
令
和
六
年
九
月
一
〇
日　

市
立
熊
谷
図
書
館
）

　

次
の
テ
ー
マ
で
報
告
を
行
っ
た
。

・�

部
会
長
「
源
平
合
戦
図
屏
風
、
芸
能
・
文
芸
の
中
の
直
実
・
蓮

生
」

・
大
井
教
寛
「
熊
谷
氏
の
系
図
と
そ
の
記
述
に
つ
い
て
」

・
蛭
間
健
悟
「
長
井
斎
藤
氏
系
図
に
つ
い
て
」

座
談
会
「
熊
谷
直
実
・
蓮
生　

そ
の
実
像
と
伝
説
」

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
～
三
八
頁
参
照
。

　

座
談
会
終
了
後
、
佐
伯
真
一
氏
か
ら
、
熊
谷
直
実
伝
説
に
つ
い

て
の
調
査
方
法
や
史
料
に
つ
い
て
御
指
導
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
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『
熊
谷
直
実　

浄
土
に
も
剛
の
者
と
や
沙
汰
す
ら
ん
』
の
た
め
に

収
集
し
た
資
料
に
つ
い
て
も
、
当
事
業
の
た
め
に
お
貸
し
い
た
だ

い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

二　

近
世
専
門
部
会

�
近
世
専
門
部
会
長　

北
村　

行
遠

　

令
和
六
年
、
近
世
専
門
部
会
は
『
熊
谷
市
史 

資
料
編
３　

近

世
１
（
熊
谷
地
域
編
・
宿
場
）』
の
刊
行
に
向
け
活
動
し
た
。

　

専
門
調
査
員
は
各
自
が
事
務
局
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
担
当

す
る
章
・
節
に
採
録
す
る
資
料
の
内
容
確
認
・
調
査
を
お
こ
な

い
、
資
料
の
選
定
と
翻
刻
、
ま
た
章
・
節
の
構
成
を
練
り
上
げ
た
。

専
門
調
査
員
各
自
の
採
録
案
と
構
成
案
は
、
部
会
長
と
専
門
調
査

員
と
か
ら
な
る
専
門
部
会
会
議
に
お
い
て
議
論
・
調
整
を
お
こ

な
っ
た
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
本
巻
の
担
当
者
（
石
山
専
門
調
査

員
）
を
中
心
に
関
係
者
と
と
も
に
開
催
し
た
巻
担
当
者
会
議
で
は
、

採
録
資
料
や
構
成
案
の
問
題
点
、
専
門
部
会
会
議
で
示
さ
れ
た
課

題
な
ど
を
整
理
す
る
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
う
え
で
原
稿
化

を
進
め
、
印
刷
業
者
へ
の
入
稿
を
済
ま
せ
た
。
一
部
の
章
に
つ
い

て
は
校
正
に
入
り
つ
つ
あ
る
。

　

専
門
部
会
会
議
は
、
令
和
五
年
度
の
第
二
回
、
令
和
六
年
度
の

第
一
回
の
計
二
回
を
開
催
し
、
そ
の
内
容
は
後
述
す
る
。
巻
担
当

者
会
議
に
つ
い
て
は
、
二
月
・
三
月
・
九
月
の
三
回
開
催
し
、
専

門
部
会
会
議
で
出
さ
れ
た
方
向
性
な
ど
も
踏
ま
え
、
掲
載
資
料
や

構
成
等
の
詳
細
に
つ
い
て
調
整
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。

　

な
お
今
後
、
刊
行
へ
向
け
た
最
終
的
な
編
集
・
調
整
の
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
巻
担
当
者
会
議
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

以
下
、
専
門
部
会
会
議
で
の
活
動
概
要
を
記
す
。

令
和
五
年
度　

第
二
回
専
門
部
会
会
議
（
令
和
六
年
一
月
一
八
日
）

①
事
務
局
報
告

　

�

筆
耕
原
稿
お
よ
び
章
・
節
の
構
成
案
の
提
出
状
況
に
つ
い
て
報

告
。

②
『
資
料
編
３
』
の
編
集
・
刊
行

・�

専
門
調
査
員
各
自
が
、
収
録
資
料
リ
ス
ト
お
よ
び
章
立
て
案
を

提
示
し
、
進
捗
状
況
や
問
題
点
に
つ
い
て
言
及
。

・�
各
自
の
採
録
内
容
、
ま
た
作
業
状
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
お
よ

び
確
認
を
お
こ
な
っ
た
。

③
今
後
の
活
動
、
そ
の
他

・�

早
急
に
資
料
翻
刻
を
終
わ
ら
せ
、
章
立
て
案
と
と
も
に
事
務
局

へ
送
付
す
る
。
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・�

原
稿
が
大
方
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
次
回
部
会
を
開
催
し
、
原

稿
内
容
の
調
整
を
図
る
。

・�
事
務
局
は
提
出
さ
れ
た
筆
耕
原
稿
を
入
稿
用
に
形
を
と
と
の
え
、

部
会
長
に
送
付
。
部
会
長
が
内
容
確
認
。

・
事
務
局
が
筆
耕
を
請
け
負
う
体
制
も
、
整
え
た
い
。

令
和
六
年
度　

第
一
回
専
門
部
会
会
議
（
令
和
六
年
八
月
二
一
日
）

①
事
務
局
報
告

・�

令
和
六
年
度
の
事
務
局
の
体
制
（
新
室
長
の
着
任
、『
資
料
編
３
』

編
集
に
携
わ
る
会
計
年
度
職
員
一
名
増
員
）
に
つ
い
て
報
告
、

説
明
。

・�

資
料
筆
耕
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
外
部
の
方
へ
資
料
翻
刻
を

依
頼
し
て
い
る
旨
、
報
告
。

・�

筆
耕
原
稿
お
よ
び
章
節
の
構
成
案
の
提
出
状
況
に
つ
い
て
報
告
。

②
『
資
料
編
３
』
の
編
集
刊
行

・�『
資
料
編
３
』
の
正
式
名
称
を
、『
熊
谷
市
史 

資
料
編
３　

近
世

１
（
熊
谷
地
域
編
・
宿
場
）』
に
す
る
こ
と
に
決
定
。
こ
れ
に
よ

り
、
次
巻
の
副
題
は
『（
熊
谷
地
域
編
・
村
方
）』
と
す
る
。

・�

専
門
調
査
員
各
自
が
、
収
録
資
料
リ
ス
ト
お
よ
び
章
立
て
案
を

提
示
。
構
成
や
資
料
掲
載
に
つ
い
て
意
見
交
換
・
す
り
合
わ
せ

を
お
こ
な
っ
た
。

③
今
後
の
活
動
、
そ
の
他

・�

今
回
の
議
論
を
も
と
に
、
掲
載
資
料
と
章
立
て
の
確
定
を
早
急

に
進
め
、
事
務
局
へ
伝
え
る
。

・
解
説
を
事
務
局
へ
提
出
。

三　

近
代
・
現
代
専
門
部
会

�

近
代
・
現
代
専
門
部
会
長　

老
川　

慶
喜

　

近
代
・
現
代
専
門
部
会
で
は
、『
熊
谷
市
史 

資
料
編
６ 

近
代
・

現
代
１ 

熊
谷
地
域
編 

上
』
及
び
『
熊
谷
市
史 

資
料
編
７ 

近
代
・

現
代
２ 

熊
谷
地
域
編 

下
』（
以
下
、『
資
料
編
７
』
と
い
う
。）
の

刊
行
に
向
け
て
活
動
し
た
。

　

専
門
部
会
会
議
を
二
回
（
一
月
・
九
月
）、『
資
料
編
７
』
の
担

当
者
会
議
を
三
回
（
四
月
・
六
月
・
九
月
）
開
催
し
た
。

　

ま
た
、
熊
谷
市
行
政
文
書
及
び
熊
谷
市
行
政
古
文
書
、
新
聞
記

事
の
調
査
を
随
時
実
施
し
た
。
そ
の
他
、
埼
玉
県
立
文
書
館
を
始

め
と
し
た
関
係
機
関
等
で
も
所
蔵
資
料
調
査
を
行
っ
た
。
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専
門
部
会
会
議

令
和
五
年
度
第
二
回
近
代
・
現
代
専
門
部
会
会
議

�
（
令
和
六
年
一
月
二
〇
日　

熊
谷
市
立
商
工
会
館
）

　

令
和
五
年
度
第
二
回
『
資
料
編
７
』
担
当
者
会
議
（
令
和
五
年

一
一
月
一
九
日
）
の
報
告
、
目
次
及
び
掲
載
資
料
リ
ス
ト
の
検
討

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
各
委
員
か
ら
進
捗
状
況
を
説
明
し
、
不
明

点
等
を
協
議
し
て
認
識
の
共
有
を
図
っ
た
。

令
和
六
年
度
第
一
回
近
代
・
現
代
専
門
部
会
会
議

�

（
令
和
六
年
九
月
二
九
日　

市
立
熊
谷
図
書
館
）

　

令
和
六
年
度
第
一
～
三
回
『
資
料
編
７
』
担
当
者
会
議
の
報
告

及
び
今
後
の
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
各
委
員
の
進
捗
状
況
の
確
認

等
を
行
っ
た
。

担
当
者
会
議

令
和
六
年
度
第
一
回
『
史
料
編
７
』
担
当
者
会
議

�

（
令
和
六
年
四
月
二
〇
日　

市
立
熊
谷
図
書
館
）

　

令
和
七
年
度
の
刊
行
に
向
け
て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
協

議
し
、
今
年
度
末
に
は
執
筆
を
完
了
す
る
予
定
と
し
た
。
そ
の
他

に
、
目
次
及
び
掲
載
資
料
の
検
討
、
各
委
員
か
ら
の
進
捗
状
況
の

報
告
等
を
行
っ
た
。

令
和
六
年
度
第
二
回
『
史
料
編
７
』
担
当
者
会
議

�

（
令
和
六
年
六
月
一
五
日　

市
立
熊
谷
図
書
館
）

　

主
に
執
筆
要
綱
、
付
録
、
口
絵
等
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

各
委
員
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

令
和
六
年
度
第
三
回
『
史
料
編
７
』
担
当
者
会
議

�

（
令
和
六
年
九
月
二
九
日　

市
立
熊
谷
図
書
館
）

　

前
回
に
引
き
続
き
、
執
筆
要
綱
、
付
録
、
口
絵
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。
事
務
局
か
ら
原
稿
頁
数
及
び
掲
載
予
定
資
料
等
の
現

状
に
つ
い
て
報
告
を
う
け
た
。
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
年
度
末

を
原
稿
の
締
切
期
限
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

四　

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会

�

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
長　

島
津　

弘

１　

概
要

　

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
で
は
、
令
和
八
年
度
に
刊
行
予

定
の
『
熊
谷
市
史 
別
編
３　

自
然
編
１ 

地
形
・
地
質
・
気
候
』
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（
以
下
「
別
編
３
」
と
い
う
。）
の
編
集
に
向
け
た
資
料
の
探
索
と

別
編
３
の
体
裁
の
検
討
が
主
な
活
動
と
な
っ
た
。

　

各
編
集
委
員
と
事
務
局
の
双
方
で
資
料
の
整
理
及
び
探
索
を

行
っ
た
。
資
料
探
索
は
市
立
妻
沼
展
示
館
や
、
市
立
熊
谷
図
書
館

等
で
行
い
、
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
や
地
図
等
の
収
集
、
撮
影
を
行
っ

た
。

２　

編
集
会
議
の
開
催

　

令
和
六
年
に
お
い
て
は
、
編
集
会
議
を
三
回
開
催
し
、
別
編
３

に
掲
載
す
る
内
容
（
目
次
）
等
の
確
定
や
別
編
３
の
体
裁
に
つ
い

て
議
論
し
た
。
以
下
、
各
会
議
に
お
け
る
議
事
の
概
要
、
決
定
し

た
事
項
等
を
記
載
す
る
。

○
令
和
五
年
度
第
三
回
専
門
部
会
会
議

�

（
令
和
六
年
三
月
二
六
日　

立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）

①
令
和
五
年
度
に
お
け
る
調
査
に
つ
い
て

　

令
和
五
年
度
に
各
編
集
委
員
が
行
っ
た
調
査
に
つ
い
て
報
告

し
、
主
に
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
共
有
を
行
っ
た
。

②
令
和
六
年
度
に
お
け
る
調
査
予
定
に
つ
い
て

　

令
和
五
年
度
に
行
っ
た
調
査
を
基
に
、
各
編
集
委
員
が
報
告

を
行
っ
た
。
主
に
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
箇
所
を
中
心
に
調
査

を
行
う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
令
和
五
年
度
で
行
っ
た
調
査
で

収
集
し
た
デ
ー
タ
の
解
析
も
含
め
て
、
今
後
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

○
令
和
六
年
度
第
一
回
専
門
部
会
会
議

�

（
令
和
六
年
五
月
三
〇
日　

立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）

①
本
の
体
裁
に
つ
い
て

　

別
編
３
の
体
裁
に
つ
い
て
、
熊
谷
市
史 

別
編
２
妻
沼
聖
天
山

の
建
築
を
参
考
に
、
以
下
の
様
に
決
定
し
た
。

　

・
頁
数　

三
〇
〇
～
四
〇
〇
頁　

一
段
横
書
き

　

・
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
印
刷

　

・
付
録　

地
図
二
～
三
枚

②
本
の
構
成
に
つ
い
て

　

体
裁
同
様
、
熊
谷
市
史 

別
編
２
妻
沼
聖
天
山
の
建
築
を
参
考

に
し
た
。

　

・�

章
立
て
は
、
原
則
「
見
出
し
」
ま
で
作
る
こ
と
と
し
た
。

　

・�
節
ご
と
の
頁
数
に
つ
い
て
、
一
節
あ
た
り
約
一
〇
頁
と
し

た
。

　

ま
た
、
次
回
会
議
ま
で
に
委
員
ご
と
に
執
筆
部
分
の
目
次
を
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作
成
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

○
令
和
六
年
度
第
二
回
専
門
部
会
会
議

　

�（
令
和
五
年
十
一
月
二
一
日　

熊
谷
市
立
妻
沼
展
示
館
、
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
）

①
掲
載
内
容
（
目
次
）
に
つ
い
て

　

前
回
の
会
議
後
、
編
集
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
た
目
次
案

を
参
考
に
、
目
次
の
検
討
を
行
っ
た
。
分
野
に
よ
っ
て
は
掲
載

箇
所
が
重
な
る
た
め
、
そ
の
調
整
を
主
に
行
っ
た
。
調
整
を

行
っ
た
後
、
現
段
階
の
目
次
で
は
、
節
数
が
二
六
節
と
な
っ
た
。

②
事
務
局
分
、
各
章
の
頁
配
分
に
つ
い
て

　

各
頁
数
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
な
っ
た
。

　

・�

目
次
等
に
つ
い
て
は
、
約
五
〇
頁
と
し
た
。

　

・�

編
集
委
員
が
執
筆
す
る
箇
所
は
、
第
一
回
会
議
で
決
定
し

た
項
目
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
二
六
〇
頁
と
し
た
。

　

・�

現
段
階
で
の
全
体
の
頁
数
は
三
一
〇
頁
と
な
っ
た
。

③
執
筆
要
綱
に
つ
い
て

　

過
去
の
熊
谷
市
史
刊
行
物
の
執
筆
要
綱
を
参
考
に
し
て
、
編

集
委
員
の
意
見
を
交
え
て
作
成
し
た
。
今
回
作
成
し
た
執
筆
要

綱
は
、
今
後
も
適
宜
更
新
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
次
回
会
議
（
令
和
六
年
度
第
三
回
専
門
部
会
会
議
）

に
つ
い
て
、
令
和
七
年
二
月
末
ま
で
に
行
う
こ
と
と
し
た
。

五　

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会

仏
像
調
査
専
門
部
会
長　

林　

宏
一

１　

仏
像
・
仏
画
悉
皆
調
査

　

平
成
二
五
年
度
か
ら
調
査
を
開
始
し
、
令
和
六
年
度
は
一
三
年

目
と
な
る
。

　

調
査
内
容
は
、
写
真
撮
影
や
寸
法
や
形
状
・
材
質
等
を
記
し
た

調
査
カ
ー
ド
の
作
成
等
で
あ
る
。
こ
の
一
年
間
で
二
五
〇
点
超
の

仏
像
・
仏
画
等
の
調
査
を
終
え
た
。
一
二
年
間
の
累
計
で
は
、
四
、

二
〇
〇
点
超
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

令
和
六
年
に
実
施
し
た
調
査
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１　

上
奈
良
え
ん
ま
堂
（
一
月
一
二
日
）

２　

上
奈
良
並
木
集
会
所
（
旧
え
ん
ま
堂
仏
）（
二
月
二
七
日
）

３　

小
泉
常
永
寺
（
三
月
二
五
日
）

４　

中
曽
根
金
胎
寺
（
三
月
二
五
日
）

５　

箕
輪
保
安
寺
（
五
月
一
四
日
）

６　

小
八
林
大
福
寺
（
六
月
一
一
日
）

７　

塩
常
安
寺
（
六
月
一
七
日
）



136―　　　―

熊谷市史研究　第17号

８　

楊
井
薬
師
寺
（
七
月
九
日
）

９　

万
吉
阿
弥
陀
堂
（
一
〇
月
二
九
日
）

10　

上
恩
田
両
昌
寺
（
一
〇
月
二
九
日
）

11　

中
恩
田
金
蔵
寺
（
一
一
月
一
九
日
）

12　

沼
黒
正
福
寺
（
一
一
月
一
九
日
）

13　

津
田
西
明
寺
（
一
二
月
一
〇
日
）

14　

妻
沼
展
示
館
（
津
田
西
明
寺
十
二
神
将
像
等
）

�

（
一
二
月
二
〇
日
）

　

ま
た
、
当
専
門
部
会
で
新
た
に
確
認
し
た
代
東
善
寺
の
木
造
阿

弥
陀
如
来
立
像
が
埼
玉
県
指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。
七
月
二

日
に
は
部
会
長
に
よ
る
講
演
会
が
開
か
れ
、
九
月
一
日
ま
で
市
立

熊
谷
図
書
館
郷
土
資
料
展
示
室
で
特
別
展
示
が
行
わ
れ
た
。

２　
「
調
査
報
告
書 

仏
像
・
仏
画
２
」
の
編
集
・
刊
行

　
「
調
査
報
告
書 

仏
像
・
仏
画
」
は
、
全
三
巻
を
予
定
し
て
お
り
、

す
で
に
令
和
元
年
度
に
第
一
巻
を
刊
行
し
た
が
、
令
和
六
年
三
月

に
第
二
巻
を
刊
行
し
た
。

　

本
書
の
執
筆
は
、
部
会
長
、
原
口
雅
樹
専
門
調
査
員
、
西
口
由

子
専
門
調
査
員
が
担
当
し
た
。
写
真
の
選
定
や
報
告
書
の
レ
イ
ア

ウ
ト
等
も
こ
の
三
名
が
行
っ
た
。
ま
た
、
令
和
六
年
に
は
こ
れ
に

つ
い
て
の
編
集
会
議
を
一
回
実
施
し
た
。

　

・
令
和
五
年
度
第
四
回
編
集
会
議　

一
月
二
四
日

　
　

場
所　

妻
沼
中
央
公
民
館

　

最
後
に
、
調
査
や
刊
行
に
あ
た
り
、
所
蔵
寺
社
、
所
蔵
者
、
自

治
会
関
係
者
、
協
力
者
等
に
は
、
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。


